
□　下着・靴下などの着替え

□　洗面用具
□　部屋着 ↑スマートフォンの予備バッテリー等

□　かかと付きサンダル類（体験活動で必要であれば） ▲しおり・貴重品なども入れないこと

□　タオル類(民泊体験時利用) ▲雨具は手荷物で持参

□ 携帯電話の充電器等 ▲電池類はダメ！

□　ハンカチ・ティッシュ
□　携帯電話
□ ＜重要＞キャリーケースの鍵 □　しおり（データ）
□　ビニール袋数枚 □　筆記用具
□　腕時計 □　雨具（折りたたみ傘・カッパ）

▲ﾊｻﾐ・ｶｯﾀｰ類はダメ！
　（電気ｼｪｰﾊﾞｰはOK）

【基本的にホテル・民家にあるので持っていかなくてよいもの】	
シャンプーリンス・ボディソープ・ドライヤー(※ホテルにはタオルはございます。)

□　貴重品（財布） □　デジタルカメラなど
□　酔い止め薬
□　常備薬

▲コードレスヘアアイロンはダメ！

□ 眼鏡・コンタクトケア用品

②手荷物で持ってくるもの（12月2日に持っていく荷物）

修学旅行携行品リスト

先送り荷物は、基本的に衣類のみとする。危険物ではない液体物関連も、
X線検査によっては危険物になる可能性があり、輸送ができない場合がある。

①先送り荷物に入れるもの（11月30日に送る荷物）

□　着替え（4日分） ▲スプレー缶はダメ！

▲マニキュア・香水類はダメ！
▲懐中電灯はダメ！

▲リチウム充電池はダメ！

□　ドライヤー等
　　（部屋内では１つのみ利用可能)

▲バッテリー類ダメ！

▲コードレスヘアアイロンはダメ！
▲電気シェーバーはダメ！
※危険物と思われる物は絶対入れない！

　※往路の先送り荷物の中に「送ってはいけないもの」があった場合、
　　　羽田空港預かりとなり、輸送ができない。また当日の対応に時間がかかる他、
　　　荷物引き取りにかかる費用（移動費など）は実費（約5,000円）負担となる。
　　　当日の状況（時間）によっては輸送できない場合もある。
　※復路の宅配荷物の中に「送ってはいけないもの」があった場合、
　　　船便対応となり、自宅到着まで約10日間かかる。

□　水着(マリン体験)
　(マリン体験は水着の上にウエットスーツを着用します)

□　汚れても良い服(マングローブカヌー体験)


